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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

１．学校概要 

学校名      大牟田市立銀水小学校          

  種別  □幼稚園・幼稚園  ■小学校  □小中一貫教育 

      □中学校      □高等学校 □中等高等学校 

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □その他（         ） 

  住所 〒８３７－０９１６  

     福岡県大牟田市田隈２３９番地                        

  E-mail： ginsui-es@st.city.omuta.fukuoka.jp                      

  Website： http://www.e-net21.city.omuta.fukuoka.jp/ginsui-es/                     

  児童生徒数：男子２３３名   女子 ２０２名  合計４３５名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

２．実施活動（複数選択可） 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

■ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（     ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

１年生「ぐんぐんのびろ」 

 １年生は、継続的な栽培活動を通して植物の変化や生長の様子に関心をもたせ

ている。春から夏にかけて６種類の植物を育てることで、葉・花・育ち方の様子、

種のでき方や個数等の多くの気付きがうまれた。また、植物に親しみをもち世話

をする楽しさや喜びを味わうことができた。 

 

２年生「まちのすてきをつたえよう」 

２年生は、「まちのすてきをつたえよ 

う」に取り組んでいる。校区の店や公共 

施設に行き、どのような人に利用されて 

いるのか、どんな工夫があるのかなどを 

見たり聞いたりした。また、町の優しさ 

（バリアフリーや安全、安心のための対 

策）にも気づくことができた。それらの 

魅力を伝えようとしている。 

 

３年生「心を伝えて」 

３年生は、「心を伝えて」の学習に取り 

組んでいる。２学期に、目の不自由な方 

との交流会を行い、３学期は耳の不自由 

な方との交流を行った。 

子ども達は障がいを持つ方との交流を 

行うことにより、自分たちの周りにはい 

ろいろな方がおられること、お互いに助 

け合って生きていくことの大切さをしっ 

かり学んでいた。 

 

４年生「守っていこう郷土の宝」     

 ４年生は、「守っていこう郷土の宝」の 

学習に取り組んだ。校区内にある八幡神 

社・銀水駅・白銀調整池公園などの様子 

や由来を学習した。 

 また、地域の剣豪である大石種次のこ 

とについて調べる学習を行った。 

 自分たちの地域には、他地域に誇れる 

歴史ある施設があることや日本でも有名 

な人物がいたことを知り、郷土への 

愛着を大変深める学習となった。 
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５年生「ともに生きよう」 

５年生は、校区の高齢者福祉施設を訪ね、交流活動をしている。 

１学期に初めての訪問をする。ここでの気付きが、次の訪問への意欲と課題意

識を生み、２学期の交流活動の充実につながる。高齢者と心を通い合わせ、理解

し合うにはどうすればよいか、一人一人が考え、自分のあり方を見直していく。

訪問の前には，自分達も車いすに乗って体験したり，高齢者体験グッズをつけて

歩いてみたりし，高齢者の気持ちによりそって考えられるようにしている。そし

て，皆が助け合い、支え合って生きる社会をつくるために何をすべきかを考え、

実践する学習になっている。 

６年生「ふみだそう、夢への第一歩」 

６年生は、将来、自分のなりたい職業について考え、仕事内容や必要な資格、

どんな学校に行けばよいかなどについて、図書館の本や資料、インターネットな

どを使って調べた。また、家族や GTの話を聞くことで、仕事への思いや夢を実現

させるための努力などについて知り、今の自分にできることについても考えさせ、

取り組んだ。最後には、調べたことをリーフレットにまとめ、友達と交流するこ

とで、いろいろな職業について知識を広げることができた。リーフレットは、家

庭にも持ち帰り、家族とも交流することができた。 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


